
　

多
く
の
人
々
の
尊
い
生
命
と
大
切
な
財
産
を
奪
っ
た
東

日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
一
か
月
と
な
る
４
月
11
日
、
町

の
災
害
対
策
本
部
を
始
め
、
町
内
の
各
地
で
犠
牲
者
の
冥

福
を
祈
る
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

避難所：中新田交流センター
石巻市　　　　2人
女川町　　　　5人
南相馬市　　12人
南三陸町　　32人
避難者合計　51人
【４月18日現在】

加美町の受入人数

町内家庭への避難者数

加美町災害対策本部だより（4月20日号）加美町災害対策本部だより（4月20日号）

復旧・復興に向けて全力投球復旧・復興に向けて全力投球復旧・復興に向けて全力投球復旧・復興に向けて全力投球復旧・復興に向けて全力投球
犠
牲
者
を
悼
み
黙
と
う

全職員が黙とうし、復興への決意を誓う

3/29 ～ 31　第32回災害対策本

部会議を開催。避難者対策と

南三陸町で救援物資の仕分け

作業に3/29 ～ 4/4までの１

週間、職員やボランティア等

約10人派遣開始。

4/1 ～ 2　第33～ 34回　南三

陸町からの集団避難の受け入

れ準備と炊き出しボランティ

ア会議（写真）。

4/3　バスで南三陸町に集団避

難者を迎えに現地へ。

4/4　第35回　避難者対策

4/6　第36回　災害復旧支援相

談窓口を設置。

4/7　避難者との懇談会。

　【４月７日23:33ごろ宮城県沖
を震源とする最大震度６強（加
美町震度５強）の地震発生】
　災害対策本部会議を開催する

と同時に、地区連絡員による

被害状況等の情報収集や安否

確認、ライフラインの復旧な

ど対応。

4/8 ～ 10　第37 ～ 39回　前

日の地震の対応と今後の避難

者受け入れを検討。

4/11 ～ 15　第40～ 42回　避

難者対応と支援物資管理と供

給体制の検討。東松島市への

ボランティア活動を協議。

◆災害対策本部の対応

　
町
で
は
地
震
が
起
き
た
午
後
２
時

46
分
に
合
わ
せ
、
佐
藤
町
長
を
始
め
、

役
場
庁
舎
内
や
支
所
の
職
員
全
員
が

一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
と
と

も
に
、
町
一
丸
と
な
っ
て
被
災
地
復

興
へ
向
け
決
意
を
誓
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
崎
地
区
館
山
で
操
業
す

る
㈱
本
橋
製
作
所
東
北
工
場
（
井
上

浩
良
工
場
長
・
従
業
員
25
人
）
で
も

同
時
刻
に
従
業
員
が
一
斉
に
作
業
の

手
を
止
め
、
黙
と
う
に
よ
り
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　４月６日、町内の小中学校で一斉に始業式が
行われ１学期が始まりました。当日早朝には、
鳴瀬小学校に通う児童たちが、交流センター
に避難している児童たちを迎えにきて、通学
路を案内しながら登校しました。学校では、
５人の転校生を迎える歓迎会が催され、自己
紹介が終わると拍手で迎えられました。６年
生の佐藤七海さん（南三陸町）は「友だちを
いっぱい作りたい」と笑顔を見せていました。

従業員が一斉に黙とう（㈱本橋製作所東北工場）

町

加

る

る

否

な

時め
、が災と復す上もの者

転校生を温かく迎える転校生を温かく迎える転校生を温かく迎える
震災に伴う他市町村から
加美町への避難者状況は
次のとおりです。

世帯数　　　64戸
人　数　　 191人
【４月17日現在】

　町では、避難者情報の
収集に努めて、要望等を
取りまとめています。ま
た、避難者はさらに増え
ることが予想されること
から、今後も町への情報
提供にご協力願います。
問　加美町災害対策本部
　　☎63－3111



◆復旧状況
　４月７日23:33ごろ宮城県沖を震源とする最大震度６
強（加美町震度５強）の地震発生直後に停電しましたが、
翌８日の20:50には、町内のほぼ全域で通電しました。

◆救援物資を県へ提供

　4/13日、町がやくらいフーズに働きかけ、かきカ
レー、ほやカレー、いちごジャム、ブルーベリージャ
ムなど、県とやくらいフーズが共同開発した商品を
救援物資として県へ届けました。

◆放射能測定結果
　宮城県が東北大学に依頼した県内の農産物等の放
射能測定の結果、次のとおり全て基準値を大幅に下
回っていました。

採取日　４月11日（採取場所は県発表の市町村から
抜粋し掲載）。4月13日採取の大崎広域水道水（麓山
浄水場）も測定の結果は不検出。

◆交流センターでボランティア
　町内の理髪店経営の橋本勝喜
さんは、店の休日の毎週月曜日、
希望者に無料でヘアーカットを
提供しています。
　４月４日は、５人以上が申し
込み、次々にサッパリした髪型
になると、それぞれ橋本さんに
感謝していました。この日、髪
を切ってもらった後藤一磨さん
（南三陸町）は「心の中までム
シャクシャしていたのが、今日
の散髪で頭の中までスッキリとした」とにこやかに
語っていました。

◆数々の支援に感謝
　町との災害協定等に基づき、多くの団体・企業か
ら食料品、生活用品など様々な物資を提供いただい
ています。このほか、個人からも多数支援をいただ
いています。（下記は提供された物資の一部で、他は、
後日紹介させていただきます。）（順不同、敬称略。
４月５日現在）
　これらの物資は、避難された方々への救援に活用
させていただきました。
•マルホン餅菓子製造所 …… ずんだもち等
•富士薬品古川営業所 ……… 薬箱等
•アキヤマ …………………… チョコスナック等
•加美よつば農業協同組合 … カップ麺等
•関精肉店 …………………… 焼肉セット等
•大衡村 ……………………… ミルク等
•生活協同組合 ……………… メロンパン、おしり拭き等
•イセ食品 …………………… たまご等
•モリノス自動車 …………… 防寒着等
•米澤屋 ……………………… バスタオル、毛布等
•セントラルホンダ ………… マスク、カップ麺等
•伊藤勲（西町） ……………… 梅干し等
•田所寛孝（西町） …………… タオル等
•一條せつ子（東上野目） …… 米（精米済）等
•三浦敦子（小泉） …………… 米（精米済）等
•齊藤歳子（十日市） ………… 菓子等
•我孫子弘美（平柳） ………… えのきだけ等
•三和商会（大崎市） ………… ヨーグルト等
•齊藤菊夫（十日市） ………… 菓子等
•渡邊正志（岡町） …………… 米（玄米）等
•大類富夫（米泉） …………… ジュース等
•山田季子（田川） …………… 衣類等
•　地康一（小野田城内） …… 衣類等
•佐々木和夫（菜切谷新田） … 紙オムツ等
•古内孝（城生） ……………… 敷布団、懐中電灯等
•板垣誠（上狼塚） …………… タオル等
•米澤尙子（下新田下） ……… 衣類、タオル等
•畠山克子（岡町） …………… マスク、綿棒等

種　　別

ほうれんそう

み　ず　な

採取場所

色麻町内
大崎市内
美里町内

放射性ヨウ素
基準値2,000
8.8
17
1.2

放射性セシウム
基準値　500
8.4
3

不検出

種　　　別

原　　　乳

採取場所

大崎市内

放射性ヨウ素
基準値　300

2

放射性セシウム
基準値　200
不検出

問　加美町災害対策本部　☎６３－３１１１

◆避難者情報の提供をお願いします
　総務省では、今回の地震によりふるさとを離れ
て避難されている方々の住所を把握するための調
査を行います。
　これは、避難元からの通知や情報を的確にお届
けするために実施するもので、３月中に区長さん
を通して調査された方々につきましても、25日㈪
から再度、町職員が伺いますので、ご協力をお願
いいたします。
　また、調査日以降避難してこられた方や、今後
避難してこられた方につきましては、直接、役場
町民課および小野田支所、宮崎支所の各窓口にお
いでいただき、情報提供等の手続きをしていただ
きますようご協力をお願いします。
問　町民課　☎63－3112

（単位：ベクレル）

（単位：ベクレル）


